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日時：令和３年９月30日(木) 午後１時30分～午後２時00分 

場所：市役所第一会議室 

報道出席者：北日本新聞社、富山新聞社、北陸中日新聞社、ＮＨＫ、北日本放送、ＮＩ

ＣＥ－ＴＶ 

市当局出席者：市長、情報広報課長 

 

 

１. 市長からの発表事項 

 

⑴ 市長のタウンミーティングを開催します 

・隔年で実施しており、今年が開催年である。コロナの影響により開催のタイミン

グが難しいが、新しい総合計画がスタートしてすでに半年が経過した。早い段階

で総合計画について概要を説明し、ご意見を伺う機会を持ちたいため、タウンミ

ーティングを10月に３回の日程で計画した。従来は地区別に開催していたが、今

回は参加者が十分に間隔を取る必要があるため、広い３会場を選んだ。内容は総

合計画の概要を説明し、その後地域や行政への提言･提案をいただき意見交換を行

う。コロナウイルス感染症の状況によっては変更の可能性もあるが、今のところ

この予定で進めていきたい。 

 

 

⑵ MiraPayの行政コイン付加を開始します 

・令和３年10月１日から魚津市の電子地域通貨 MiraPay（ミラペイ）への行政コイ

ン付加を開始する。まずは３つのサービスについてスタートする。 

・マイナンバーカードの申請による付加については、現在、魚津市のマイナンバー

カードの交付率は約38％でほぼ県平均並みだが、さらに普及を推進したいため実

施する。対象者は、令和３年５月～12月にマイナンバーカードを申請した市民の

方。４月までに申請した方は国のポイントの対象となるため、それ以降のマイナ

ポイントの対象とならなかった方が対象。付加されるコインは1,000コイン。付

加方法は２種類。マイナンバーカードと MiraPay カードまたはアプリを持参し

て窓口でコインを受け取る方法と富山県電子申請サービスによる電子申請で受

け取る方法がある。 
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・２番目は、市税納税の口座振替登録。対象者は９月１日（水）以降に、令和３年

度に課税されている税目の口座振替を新たに登録された方。付加されるコインは

１税目あたり500コイン、全体の上限が1,000コインのため、２税目までが対象。 

・３番目は、特定健診の受診。対象者は魚津市国民健康保険加入者で、令和３年７

月30日（金）～11月30日（火）までに特定健診を受診した方。付加されるコイン

は1,000コイン。付加方法は、特定検診結果と MiraPay カードまたはアプリを持

参して窓口でコインを受け取る方法と富山県電子申請サービスによる電子申請

で受け取る方法。 

・ちなみに MiraPay の現在の発行枚数は9,000枚 

 

 

⑶ コンビニ交付手数料100円引き！ 

・10月１日から令和５年３月末までの１年半の間、コンビニ交付サービスの手数料

300円を100円値下げして200円にするもの。窓口での交付は300円のままだが、コ

ンビニでの交付はお得になる。ちなみにこの４月から始まったコンビニ交付は率

にすると3.9％、件数では500件ほどでまだまだ少ない。コンビニ交付を増やすこ

とによって、マイナンバーカードの交付率のアップや夜間･休日に交付できる利

便性、窓口の混雑緩和などを狙う。 

 

 

⑷ 魚津市周遊ルート完成記念！～チャレンジサイクリング～ 

・10月10日（日）に実施。富山湾岸サイクリングコースと田園サイクリングコース

を接続するルートが９月に整備され、魚津市周遊ルート全長約35ｋｍが完成した。

民間のサイクリング関係者が周遊ルートを試走し、ＰＲにご協力いただく運びと

なった。参加者はチャレンジライド実行委員会の関係者で一般向けの参加者募集

は行なわないが、走行途中にコース周辺の映えスポット等を撮影、ＳＮＳでその

魅力を発信いただき、周遊ルートの魅力向上につなげるＰＲを行う。 

 

 

⑸ 女性活躍推進シンポジウムの開催について 

・10月14日（木）に新川文化ホールの展示ホールで実施。対象者は魚津市内企業の

経営者や人事労務担当者を想定している。目的は、性別を問わず個々の能力に応

じて活躍できる企業風土を目指し、企業の持続可能性を高めることにつなげるこ

と。シンポジウムは３部構成となっている。１部は日本銀行富山事務所の小川所

長による基調講演。２部は株式会社シキノハイテックの浜田社長からの事例発表。

３部は富山県の横田副知事と魚津市の冨居総務部長も参加し、４名によるパネル

ディスカッションを行う。 

 



3 

 

⑹ 魚津市民バス運行20周年記念・感謝企画を実施します 

・魚津市民バスが平成13年10月に運行を開始して今年で20周年を迎える。日頃の魚

津市民バスのご利用に感謝を込めて、記念品の進呈や感謝企画を行う。魚津市と

「包括的連携協定」を締結している大塚製薬㈱及び明治安田生命の両社とタイア

ップして実施する。 

・記念品の進呈については、実施期間中に魚津市民バス、地鉄バス（市内路線）車

内でご乗車された方へ感謝のメッセージカードと、記念品の詰め合わせを27日か

ら実施中。お風呂の「バス」との語呂合わせで入浴剤を１個（大塚製薬㈱提供）

とベジチェックお試し券（明治安田生命提供）、あとミラージュランド大観覧車無

料券を進呈する。 

・記念品の進呈及び出発式は10月１日（金）の９時10分に魚津駅前市民バス乗り場

で行う。明治安田生命の社員さんから記念品が進呈される予定。 

 

 

⑺ 魚津市歯ッピーフレイル予防事業（全６回）のご案内 

・10～12月にかけて、口腔機能のフレイル（＝オーラルフレイル）に特化した予防

事業を実施。会場は初年度モデル的実施会場として選定された経田コミュニティ

カフェ潮風。対象は市内在住の65歳以上の方で定員は15名。講師は魚津病院のメ

ディカルスタッフと市健康センターの管理栄養士。内容は口腔機能等に関する測

定とチェック、歯科衛生士による講座と実践プログラムの予定。 

 

 

⑻ ＵＯＺＵゲームフォーラム2021を開催します！ 

・10月23日（土）の午後に開催。会場は完全オンラインで開催。事務局はトライア

ルオフィス necco（旧村木小学校２階）から配信予定。対象はゲームクリエイタ

ーに興味のある方。昨年の参加実績は41名、一昨年は55名となっている。 

・当日スケジュールは、13時から㈱アクワイアの遠藤社長によるセミナー。14時10

分からは富山情報ビジネス専門学校のファティン･アミラ先生によるレクチャー。

15時10分からはつくる UOZU参加クリエイターによるトークセッションが行われ

る。 

 

 

⑼ 魚津の農林水産業 体験･応援プロジェクト 10月に開催する「親子体験会」 

・10月は３つのコースについて実施。今年度は７つのコースで全17回の体験会を予

定し、10月までで13回実施することになる。11月以降にあと残り４回を実施する。

取り組みは大変好評であり、子どもたちに魚津の農林水産業を知ってもらいたい。 

・10月2日は「うおづのくだもの親子体験会」、16日は「うおづの木材親子体験会」、

30日は「うおづのやさい親子体験会」を開催予定。 
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あと、資料は無いが新型コロナウイルスのワクチンについて報告したい。９月27日

現在で12歳以上の接種対象年齢の市民のうち82.4％が１回目の接種を終了し、71.0％

が２回目の接種を終了した。市では10月末で集団接種を終了したいと考えている。以

降は医療機関での個別接種となる予定。 

 

 

 

２.質疑応答の内容 

 

「MiraPay の行政コイン付加」について 

《記者からの質問》 

行政コインの効果についてどのように期待しているか。また、行政コインの額に上限

はあるか。 

《回答》（市長） 

地域でお金を回す仕組みを構築したい。10月から先ほどの３つについての行政コイ

ンを付加するが、この後も皆さんに行政コインを使ってもらえるようなインセンテ

ィブを工夫し取り組んで行きたい。また、行政コインの額に上限はない。 

 

 

「コンビニ交付手数料100円引き」について 

《記者からの質問》 

値下げの狙いは、先ほどの説明のとおりマイナンバーカードの普及と窓口対策か。 

《回答》（市長） 

狙いについては仰る通り。県内でも料金の引き下げでマイナンバーカードの交付数向

上やコンビニ交付の利用促進に効果があった例もある。できることからやっていこう

と考えている。 

 

 

「インフルエンザ予防接種助成」について 

《記者からの質問》 

子どもたちへのインフルエンザ予防接種助成について、どのようなものが望ましいと

思うか。 

《回答》（市長） 

富山県で統一した制度があり、市町村が一緒に行った方がわかりやすくてインパクト

もあると思う。県にはこの分野へのスタンスを明確に出してほしいと市から県への要

望の際にも知事にお願いしている。 
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「衆議院選挙」について 

《記者からの質問》 

自民党総裁選が終了したことによりいよいよ衆議院議員選挙の活動が活発化するの

ではないか。選挙の選対統括責任者の立場としてどうか。 

《回答》（市長） 

県の新型コロナウイルス感染症対策のステージが下がってくると活発化してくるの

ではないかと思う。状況により応援に行く場面もあると考えている。 

 


